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放射線治療の発展は, 日本放射線腫瘍学会 (������)

の理事長の言葉から, ｢ここ10年で治療計画機器・治療

装置が目覚ましく進歩し, 定位放射線治療・強度変調放

射線治療・画像誘導放射線治療が行える施設数は増大し,

陽子線・炭素線治療の施設も増加しております｡｣１) とあ

る｡ 一方, 日本放射線看護学会が設立され, 日本看護系

大学協議会高度実践看護師教育課程認定委員会において,

看護の専門分野として特定された２)｡ そこで, 2004年で

既に放射線療法を受ける患者が60％を超えていると言わ

れているアメリカ合衆国をはじめ, 国内外における放射

線治療に対する看護ケアに関する研究論文を概観するこ

とから, その研究や看護ケアの現状を知り, 今後の課題

を見出し, 放射線看護に活かすことを目的とした｡� �����
放射線治療：放射線の医学的利用法である｡ がん治療

の一環として, 放射線が持つ電離作用を利用し, 悪性腫

瘍を制御する目的で照射する｡� �����������
医学中央雑誌���(以下, 医中誌)：今回は, 日本国

内の看護文献に関する現状を明らかにすることに主眼を

置くことにし, 医中誌を選択した｡ 検索期間は2011年～

2016年 8 月として, キーワードは, ｢放射線治療｣, ｢放

射線療法｣ および ｢看護｣ とし, 文献を検索した｡ 文献

タイトルは内容を端的に, 過不足なく表わすこととし,

研究内容の判断を行った｡ 分類では, タイトルおよび要

約から放射線治療に関する研究等について言及した文献

を選び, それぞれの文献の種類 (原著論文, 総説, 解説・

特集, 会議録) に区分し, 原著論文を抽出した｡�������������および������を用いて, 2011年から2016年
の５年間に掲載された論文について検索を行った｡ キー

ワードは,｢�����������������｣, ｢������������｣, ｢����������������｣ および ｢�������｣ とした｡ 検索ワードは, 久保
田らの研究３) を参考にした｡ 選定論文の基準は以下とし

た｡ １) 放射線治療に関する研究である｡ ２) 看護ケア

に関する研究である｡ ３) 学術雑誌の投稿された, 原著

である｡ ４) 化学療法およびその他の療法を併用とした

文献は国内外ともに除外した｡ ただし, 記載の無いもの

は含めた｡
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要旨 本研究は, 国内外における過去５年間の放射線診療・治療における看護ケアに関する研究論文を概観

し, 今後の課題を明らかにすることである｡ 本研究の目的に合った82件の文献について内容を分析した｡ 結果,

放射線治療における有害反応に対する看護ケアの研究が多かった｡ これらの研究の中では, 看護ケアの評価の
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１) 国内論文

｢放射線治療｣, ｢放射線療法｣ および ｢看護｣, 論文の

種類を ｢原著論文｣ として, 検索をしたところ, 結果は

157件であった｡ これらの文献から, タイトルおよび要

約から今回の研究目的に言及した文献を選んだ｡ 文献の

分類では, 研究者３名にて, それぞれにおいて文献を分

類した｡ 分類に当たっては, 疾患名, 研究の対象者, ケ

アごとにラベルを付け, それが終わった時点で照合した｡

一致していない分類, ラベル名については, 研究者３名

にて検討し, 決定した｡ その結果, 157件の内, 看護職

の関わる放射線療法に対するケアの文献は27件であった｡

これらの27件の文献の分析の指標は, 放射線治療, 放

射線療法の部位毎に, または看護ケアの内容毎に, もし

くは研究の対象者ごとに区別した｡ 表１のように放射線

治療, 放射線療法における文献の内容を分類した｡ この

ことから, 治療の部位では, 頭頸部のがんが一番多く６

件４)～10), 次が乳がんの５件10)～14) であった｡ 次に骨盤腔

内の疾患２件15) 16), 前立腺の２件17) 18) であった｡ また,

部位の明記無く放射線治療, 放射線療法が全体にわたる

がん患者全般のものは, ５件19)～23) でり, 看護ケアの内

容では, 放射線治療, 放射線療法に伴う腸炎が１件24) で

あった｡

対象別では, 小児がんに関する１件25), 高齢者１件26),

外来患者２件27) 28), 看護師２件29) 30) であった｡

２) 国外論文

｢�����������������｣, ｢������������｣, ｢����������������｣
および ｢�������｣ による検索結果は401件であった｡ こ
の内, 論文の種類を ｢原著論文｣ として, 絞り込みを行っ

たところ, 161件であった｡ これらの文献から, タイト

ルおよび要約から今回の研究目的に言及した文献を選ん

だ｡ 文献の分類では, 研究者３名にて, それぞれにおい

て文献を分類した｡ 分類に当たっては, 疾患名, 研究の

対象者, ケアごとにラベルを付け, それが終わった時点

で照合した｡ 一致していない分類, ラベル名については,

研究者３名にて検討し, 決定した｡ その結果, 161件の

内, 看護職の関わる放射線療法に対するケアの文献は,

55件であった｡

これらの55件の文献の分析の指標は, 放射線治療, 放

射線療法の部位毎に, または看護ケアの内容毎に, もし

くは研究の対象者ごとに区別した｡ 表１のように放射線

治療, 放射線療法における文献の内容を分類した｡ この

ことから, 治療の部位では, 頭頸部のがんが一番多く10

件31) ～40), 次が乳がんの９件41)～49) であった｡ 次に骨盤腔

内の疾患５件50)～54), 前立腺の４件55)～58) であった｡ また,

部位の明記無く放射線治療, 放射線療法が全体にわたる

がん患者全般のものは, 14件59) ～72) であり, 看護ケアの

内容では, 放射線治療, 放射線療法に伴う皮膚症状が多

く２件73)～76), 下痢等の症状が１件77), 母乳に関すること

１件78) であった｡

対象別では, 小児がんに関する２件79) 80), がん患者に関

わる医療スタッフ, および患者と看護師に関する

件81)～84) であった｡ その他文献レビューは１件85) であっ

た｡�������
１. 国内論文

検索した27件の文献については, 放射線治療における

関連要因に着目し, その内容を分析した｡ 分析した項目

は, 対象疾患, 放射線治療以外の併用療法の有無, 評価

指標, 結論である｡

１) 放射線治療における頭頸部, 乳がん, 前立腺, 骨盤

腔内の疾患に対する研究

頭頸部については, 頭頸部がん患者の放射線療法に伴

う急性期有害事象に関するプロトコールの検討４), 照射

部位の放射線皮膚炎に対する保湿クリームの効果５), 同

じく放射線性皮膚炎の評価７), 有害反応への介入６)であっ

た｡ また, 頭頸部がん患者における放射線治療に伴う有

害事象と食事摂取８), および粒子線療法に関連した副作

用と食欲抑制について９) の食に関する研究であった｡ 乳

がんについては, 放射線治療を受けている乳がん患者の

放射線皮膚炎10), 倦怠感の様相11), 急性放射線障害と
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���12) に対するスキンケアの指導の実際や有害事象の
ケアに関することであった｡ また, 乳房温存術後患者の

外来放射線治療を受けながら生活するうえでの構え13) や

乳がん患者の看護に関する調査14) であった｡ 骨盤腔内の

疾患では, 婦人科がん領域における放射線治療による皮

膚障害に関するものであり, その要因解析に ｢放射線皮

膚障害スケール表｣ を使用したもの15), 同じく皮膚障害

の要因解析に焦点をおいて16) ものであった｡ 前立腺では,

前立腺がん患者の治療後の排尿・排便・性機能と心理的

適応の変化17), または, 重粒子線治療の急性放射線障害

と���について18) の研究であった｡

２) 放射線治療におけるがん患者全般に対する研究

部位の明記無く放射線治療, 放射線療法が全体にわた

るがん患者全般のものについては, 外来外照射療法開始

前のがん患者が必要とする情報と患者の内的世界患者の

セルフケアを促進する治療開始前の看護支援の検討20),

外来患者の���に影響する要因28), 外照射療法を受け

るがん患者のセルフケアに関する文献検討22) であった｡

また, がん患者の闘病体験21), 生きたいという願い放射

線療法中の成人がん患者の適応プロセス23) の心理面への

研究であった｡

３) 放射線治療における症状に対する研究

症状をメインとした看護ケアの内容では, 放射線治療,

放射線療法に伴う腸炎等の症状に関する事例検討24) であっ

た｡

４) 放射線治療における対象別の研究

対象別では, 小児患者と高齢者であった｡ 小児患者に

対する陽子線治療のプレパレーションの効果25) や手術適

応外のために定位放射線療法を受ける高齢肺がん患者の

体験26) であった｡ また, 看護師を対象とした研究として,

｢放射線専門看護師｣ の役割等に関する放射線科医と診

療放射線技師の意識調査29), がん放射線療法看護認定看

護師の活動に関する現状と課題30) や放射線医療看護師に

よる看護介入27) と当該看護師が直面する困難19) などの看

護師の専門性に焦点を当てたものであった｡

２. 国外論文

検索した55件の文献については, 放射線治療における

関連要因に着目し, その内容を分析した｡ 分析した項目

は, 対象疾患, 放射線治療以外の併用療法の有無, 評価

指標, 結論である｡

１) 放射線治療における頭頸部, 乳がん, 前立腺, 骨盤

腔内の疾患に対する研究

頭頸部については, 有害事象への研究が多く, 皮膚保護

クリームによるケアの評価33), 開口障害等と���の評
価34), 口腔内乾燥と���の評価35), 口腔粘膜炎への介

入効果38), 味覚障害の評価36), 食欲に関する因子の評

価37) および食欲に関する調査39) であった｡ また, 全体の

症状評価に関する調査40) 頭頸部がん患者の���の５年
間の推移を評価したもの31), そのケアサポートとそのた

めのモニタリング32) の10件であった｡ 乳がんについては,

患者のスキンケアに関する研究48), 疲労度に関する研

究49) や���に関する調査41) があり, 看護介入としてエ

クササイズの効果44), 治療導入のイメージ介入の効果45)

であった｡ また, 患者への看護師教育とケアに関する調

査42), 看護ケアに関する質的調査43) であった｡ 特徴的な

ところで, 乳がん患者の経験, 思いに関する質的研究46),

乳がん患者の思いを綴ることの効果47), 内面に関する研

究であった｡ 骨盤腔内の疾患では, 婦人科, 直腸がんで

放射線治療を受ける女性の心理に関する調査50), 子宮頚

がんで放射線治療を受けた女性の���に関する調査53),

骨盤腔内の放射線治療後の患者の性に関する実態調査54)

の実態を調査し, 特殊的な支援が必要であることから患

者に対応する看護師への実技等に関する調査52) や女性へ

のサポート支援に関する研究51) があった｡ 前立腺につい

ては, 前立腺がん患者の治療中の睡眠の質に関する調

査56) があり, 受けた治療とその後の受容に関する調査55),

患者の身体変化に関する聞き取り調査58) と患者のアウト

カム評価に関する調査57) であった｡

２) 放射線治療におけるがん患者全般に対する研究

部位の明記無く放射線治療, 放射線療法が全体にわた

るがん患者全般のものについては, がん放射線治療と睡

眠に関する研究４件67)～70), 放射線治療開始時における

生活の質に関する性別間の相違についての調査59), 患者

の生活の質に関する情報収集のための���利用に関す
る研究62), 治療中の役割機能と疲労に関する調査66) など

の生活に関する研究であった｡ また, 看護介入として,

がん放射線治療を受ける患者の笑いに関する介入研究61),

患者の放射線治療前の不安軽減のための介入研究64), 症

状コントロールの支持介入の研究65) であった｡ 他には,

外来通院患者における看護ケアに関する事例研究60), 外

来通院患者の満足度に関する調査63), 患者のセルフケア

マネジメントに関する研究71), 治療後の心理社会的適応

に関する研究72) であった｡

３) 放射線治療における症状に対する研究

症状をメインとした看護ケアの内容では, やはり放射

線治療, 放射線療法に伴う皮膚症状が多かった｡ 放射線

性皮膚炎の予防とケアに関連した研究は, ４件73)～76) で

あり, 下痢, 腸炎等の症状に関する介入研究77), ホジキ

ンリンパ腫患者の母乳に関することの研究78) であった｡

４) 放射線治療における対象別の研究

対象別では, 小児の２件であり, 放射線治療を受ける

子供たちの経験についての内容を分析した研究79), 外照

射を受ける小児脳腫瘍患者の治療上の遊びの効果につい
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ての研究80) であった｡ がん患者に関わる医療スタッフ,

および患者と看護師に関するものでは, 外来通院患者の

患者とケアを担当する看護師に調査し, ケアをスコア化

することでケアの質を評価した研究81) があった｡ また,

医療のチームアプローチに関する研究については, ２

件82) 83) であった｡ 看護師のケア援助に必要な知識につい

ての調査84) と, その他文献レビュー85) があった｡� ����������
文献の絞込みの方法の妥当性については, 過去５年間

の放射線治療, 放射線療法を受ける患者への看護ケアの

動向がわかるものと考えた｡ 放射線治療は急速に発展・

進化が続けられていることから, 検索期間を限定するこ

とで, 現在の看護の課題が明らかにできるものとした｡

それに加え, 先行する久保田らの研究３) の結果と比較し

た｡

次に, 文献テーマは研究全体を示すものとして, 取り

扱い, その内容の不明なものは, 要旨から判断した｡ ま

た, 放射線療法単独であるか, あるいは併用した治療が

あるのか, 詳細がないものがあった｡ そのために, 化学

療法やその他の療法の併用した治療については, ケアや

効果の因果関係が特定できないために主旨から反するこ

とで, これらは除外した｡ そうすることで, 近年の研究

動向の特徴がわかり, ケアの内容が概観できる (表２)

ものと考える｡

看護職の関わる放射線療法に対するケアの国内文献は,

157件中27件であった｡ それに引き換え, 国外文献は161

件中55件であった｡ 件数だけでは, 国内文献は少ないが,

除外された130件の中には各施設の紀要や商業誌に掲載

されており, 一般化されるような研究も含まれている可

能性も否めない｡ 本学の大学病院のように, 看護の質と

実践能力の向上のため教育機関と連携して看護研究支援

を受けられるようなシステムを持つ施設は多い｡ そのた

め, 臨床現場における卒後教育や看護系大学の教員との

共同研究が進むことで, より良い看護ケアの確立に寄与

できると考える｡

また, 本邦では, 日本がん看護学会や日本放射線看護

学会などのより専門性の高い学会が誕生したことからそ

れらの学会誌への投稿が増えることにより精度の高い論

文が増えることも期待できる｡�������
１) 放射線治療における頭頸部, 乳がん, 前立腺, 骨盤

腔内の疾患に対する研究

今回の調査では, 国内文献では, 放射線治療における

部位ごとの研究は, 頭頸部, 乳がん, 前立腺, 骨盤腔内

の疾患に絞られていた｡ 日本の先行研究の放射線治療に

おける看護ケアに関する文献86) では, 頭部, 頭頸部, 胸

部, 腹部, 骨盤部, 骨・軟部, 皮膚と部位ごとに文献を

分類していたが, この時期に比べて, 放射線療法の対象

となる疾患が限局されていることが伺える｡ 一方, 国外

文献でも放射線治療における部位ごとの研究は, 国内と

同じくに絞られ, 放射線療法の対象となる疾患が限局さ

れている｡

頭頸部については, 生きて生活する上で必要な機能が

集中することから, 解剖学的に構造・機能が温存される

放射線治療が選択される｡ 今回, 国外文献では, 放射線

治療における有害事象としての皮膚障害でも口腔粘膜炎,

皮膚炎, 口腔内乾燥とテーマを絞り, 開口障害, 味覚障

害, 食欲低下に関する研究が出現し, 有害事象全体に対

する研究ではなく, テーマの焦点が絞られていることが

伺える｡ 一方, 国内文献では, まだまだ, 有害事象全体

に対する文件があり, 皮膚炎に関する２件, 食に関する

２件に限定されていた｡
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乳がんについては, 乳房温存術後患者の再発の危険性

を低くするために外来通院による生活しながらの放射線

治療が選択される｡ このようなことから, 国内文献では,

実態を調査する急性放射線障害と���や生活に関する
こと, 放射線皮膚炎に対するスキンケアの指導の実際の

報告であった｡ 一方, 国外文献では, 介入前後を比較し

た研究が現れた｡

国外文献の前立腺では, がん患者の治療中の睡眠の質

に関する調査が目立った｡ これは, 放射線治療における

がん患者全般に対する研究に分類した文献においてもが

ん放射線治療と睡眠に関する研究が多く, この研究につ

いては, 後述する｡ また, 国内文献の前立腺では, 他の

部位と同じく急性放射線障害と���に関することであ
り, 排尿・排便・性機能と心理的適応の変化に関する研

究であった｡ また, 前立腺がん患者のアウトカム評価と

して, 身体変化, あるいは, 患者の受けた治療とその後

の受容に関する調査があり, これは前立腺がん患者にお

いては, 治療後も継続して行われるホルモン療法による

副作用や晩発障害として身体的機能の問題を含み, それ

が心理面へと影響することが示唆されるものと考える｡

そして, 国内文献の骨盤腔内の疾患は, 皮膚障害の要

因解析に焦点を置いていた｡ しかし, 国外文献では, 骨

盤腔内の婦人科領域の看護の特徴が表されているように,

患者の性に関する問題が起こり, 女性の心理では性的問

題に関するだけに, その専門的なサポート支援は切り離

せないことの表れであり, 女性看護師の力が求められる

領域はないかと推察される｡

２) 放射線治療におけるがん患者全般に対する研究

国内文献のがん患者全般のものについては, 心理面に

アプローチに関する研究があり, 生きることへの受容の

支援, 闘病体験を明らかにするものであり, セルフケア

を支援していた｡ これは, 久保田らの研究３) でも指摘さ

れたおり, 患者を理解し, 主体的に生きる患者を支援す

ることは看護の変わらぬ目標である｡ しかし, 国外文献

では, がん放射線治療と睡眠に関する研究が多く, 疼痛

と睡眠の関係, 睡眠と疲労の関係, また, 疾患別による

睡眠と疲労の比較, 患者とその家族の睡眠についての調

査であり, 焦点を絞っていた｡ このように１つの問題で

ある睡眠に対して, 多面的に研究する傾向が示唆された｡

そして, がん患者の治療中の睡眠の研究は, まだまだ応

用の余地を残し, これから発展する領域ではないかと推

察される｡

また, 研究の方法として質で捉えると, 介入研究が３

件であり, 比較研究が１件であり, 事例研究や実態調査

に留まるものもあった｡

３) 放射線治療における症状に対する研究

国内文献の症状をメインとした看護ケアの内容では,

事例検討の１件であったが, 部位別には, ほとんどが有

害事象への対応であった｡ また, 国外文献では, やはり

放射線治療, 放射線療法に伴う皮膚症状に対する研究が

多くあった｡ このように放射線治療における症状コント

ロールの一番の注目は, 放射線性皮膚炎の予防とセルフ

ケアできることが重要であり, 久保田らの研究３) でも大

きく取り扱っていた｡ このようなことから, 我々は, 看

護ケアの確立や症状マネジメントできるための患者と看

護師が共通で評価できる指標の開発が課題であり, 必要

であると考える｡

４) 放射線治療における対象別の研究

国内文献の対象別では, 小児に対するプレパレーショ

ンの効果が報告され, 国外文献では, 放射線治療を受け

る子供たちの経験, 外照射を受ける小児脳腫瘍患者の治

療上の遊びの効果などがあった｡ これらのことから, 放

射線治療を受ける小児は疾患が限定されていることが伺

えよう｡ また, 国内文献では, 高齢者を対象としたもの

があった｡ また, 国内文献では, 放射線看護が看護の専

門領域として認められたことから放射線看護を専門とす

る看護師に関係する調査報告が見られた｡ しかし, 国外

文献では, 看護師だけではなく, 患者に関わる医療スタッ

フ, さらには, 医療のチームアプローチに関する研究に

至っていた｡ これらからは, 放射線治療に関わる医療ス

タッフの職種の多さからすると, ますます研究対象が医

療に関わる職種にまで拡大されるものと考える｡� ���
今回の取り組みによって, 国外文献と比較することで,

日本における放射線治療における看護ケアの研究の現状

と課題が明らかになったものと考える｡ まだまだ, 研究

論文数の少ない分野であるが, 放射線看護の専門分野が

特定されたことから有害事象に焦点を当てた研究が急速

に発展してくることが期待される｡ また, 放射線看護の

領域の事例を一つ一つの積み重ね, 普遍化していくよう

に努力していくことが求められているものと考える｡����
１) 公益社団法人日本放射線腫瘍学会 (������) ホー
ム ペ ー ジ ： 理 事 長 挨 拶 ( 検 索 日 2017�1�9�)������������������������

２) 日本看護系大学協議会ホームページ：高度実践看護

師教育課程審査要項 (検索日2017�1�10�)������������������������������������
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４) 野中 雅人：頭頸部がん患者の放射線療法に伴う急
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